


























































『広辞苑』から書き出した語は「無」 508例，「不」 389例，「未」 52例，「非」 80例で，























































相手要素の品詞類と造 造 語 要 素
語要素の意味＊ 無 I 不 1 未 1 非
計
Nガナイコト 257 I 31 I 3 I 12 I 303 
Nガ悪イコト 101 421 I 3 
名 I Nガ少ナイコト 2 4 1 5: 
Nガ変ッテイルコト 2 I 2 
Nガ十分デナイコト 4 I 1 I I 5 
Nガイラナイコト 8 I I I I 8 
Nヲ失スルコト 2 I I I 2 
詞 I
N二反スルコト 2 I 13 I I s I 23 
Nデナイコト 3 I 7 I I 36 I 46 
二
Nガ CVシ）ナイコト 57 I 23 I 4 I 7 I 91 
類 I ヲ
N の小計 339 I 126 I s I 69 I 542 
84%1 32%1 10%1 59% 
し今
Vシナイコト 29 I 127 I 45 I 15 I 216 
ヨク Vシナイコト 7 
動 I Vサレテイナイコト 1 1 :1 18 1 41 2: 
Vシタコトガナイコト 1 I 2 I 5 I I 8 
Vシキレナイコト 3 I I I I 3 
Vデキナイコト 12 I I 1 I 3 
詞 I
二
(Nガ）動シナイコト 5 I 24 I 4 I 1 I 34 
ヲ
(Adv.) Vシナイコト 3 I I I 3 
総 計
403 I 399 I 82 I 116 I 1000 
100%1 100%1 100%1 100% 












































完全（例不景気） I 不完全（例無口） ． 
要 示宇 の 畜、C ヽ 味
無 I不 1未 1非 1無 I不 l未 1非
Nガナイコト 177 21 8 80 10 3 4 1 
Nガ悪イコト 10 35 3 7 
名
Nガ少ナイコト 1 1 2 3 
Nガ変ッテイルコト 2 
Nガ十分デナイコト 4 1 
Nガイラナイコト 5 3 
詞 Nヲ失ス）レコト 1 1 
N二反スルコト 10 4 2 3 4 
Nデナイコト 1 7 26 2 10 
類 二
Nガ (Vシ）ナイコト 40 16 3 5 17 7 1 2 
ヲ
N の小 計 2331 951 31 491 1061 31 I 51 20 
Vシナイコト 24 110 35 14 5 17 10 1 
ヨク Vシナイコト 7 
動 Vサレテイナイコト 1 1 11 4 7 
Vシタコトガナイコト 1 2 4 1 
Vシキレナイコト 3 
詞 Vデキナイコト 10 1 2 
二
(Nガヲ） Vシナイコト 5 22 3 1 2 1 
類 (Adv.) Vシナイコト 3 
V の小計 341 1531 531 20 | 5 | 21 I 19 I 1 
形 Aデナイコト 6 61 1 16 2 17 2 
冒
Adv．セズ(Vスル）コト 1 1 2 
A類の小計 6 61 1 16 2 18 2 
NV.VN.ANデナイ 1 11 1 1 1 1 
コト
.、） 
その他 15 5 7 1 






















































イナイコト」の 2型で全体の 77％をカバーしている。名詞類が相手要素となる用例は 3
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林 四郎「漢字基底語考」『文芸言語研究言語篇 5』筑波大学， 1980.
野村雅昭 「否定の接頭語「無・不・未・非」の用法」 国立国語研究所集『ことばの研究4』秀
英出版． 1973
須山名保子 「接辞「不」「無」をめぐって」『学習院大学国語国文学会読付号』 1974.
追記本稿は 1980年度の筑波大学文芸・言語研究科「言語行動論」の授業で分析者3名が共同で提
出した学期末レポートに加筆修正したものである。御指導して下さった林四郎先生に厚く御礼申し上
げる。
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